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本研究は 7 章で構成されている。第 1 章は研究の背景，目的および構成，第 2 章は水産
加工業の動向，第 3 章は長崎県における煮干し加工業の実態分析，第 4 章は長崎地区にお





















































 第 6 章の長崎県のまき網漁業は 大の原料供給主体であり，主要魚種のアジ類は 95％，
サバ類は 99％がまき網で生産されている。煮干し原料は殆どが中小型まき網原料であり，
漁業と加工の兼業形態も多い。ねり製品でもアジなど「黒ぼこ」原料を，塩干品でも主原
料アジ・サバ類をまき網漁業に依存している。また，デフレ化が進む中で，まき網による
大量生産・低価格の地産原料を使用した産地加工は大きな強みとなっている。 
第 7 章総括。このように，資源立地型加工や地産地消型システムは，中小規模経営体の
維持・存続を可能にし，地域のまき網など漁船漁業とも関わって地域経済を支え，また地
域食文化（食育）継承に大きな役割を果たしている。しかしながら，各章の分析や意識調
査を通じて多くの課題が浮き彫りとなった。それら課題の主体は原料の安定確保，中小経
営主体であるための低生産性や低資本力，流通問題（売れ行き不振，販路拡大），新製品開
発，労務問題，組織の強化などである。提起されたこれら課題への対応が今後の目指すべ
き再編方向となる。これらへの対応はいずれも，業界組織を中心として，行政の財政支援
などそのメリットを生かすことが必要である。 
 
 
 
 
 
